
 

☎：  

その方に合わせた援助をするとともにコミュニケーションを取る事は、在宅で
暮らす方が安心して過ごすことが出来る為の1つの方法だと学びました。（Ｙ.
Ａ.さん）

イメージしていた部分と自分の思っていた事と違う部分など様々な事を知り、同行する前より訪
問看護の大切さをより感じる事が出来ました。（Ｙ.Ａさん）

訪問看護は技術と知識はもちろん、医療・介護保険についても詳しく理解
し、利用者や家族と話をすると思うので本当に知識や基礎を応用していく力
などが重要だと思いました。（Ｎ.Ｗ.さん）

イメージよりも家庭内での規則が多い家庭があったり、動物が居たりと家族の中では普通のことで
も私達が訪問させて頂く時は留意しなければならないことも増えていくことがわかりました。療養
者と家庭を１単位として考え、生活の場で看護をするというのはこういうことなのか！と実感しま
した。（Ｎ.Ｗさん）

いろいろな療養者さんがいていろいろな家庭があり、１人１人にあわせた看護をしていてあたたか
いなと感じました。（Ｒ.Ｔ.さん）

緊張や楽しさ、涙が出そうな過去の話など一件一件とても貴重な体験でした。（Ｒ.Ｋ.さん）

療養者さんの事をもっと知りたいと思いました。（Ｒ.Ｔ.さん）

在宅看護の病棟との違い、生活のあり方についてのイメージが変わりました。（Ｒ.Ｋ.さん）


